
 

 

2013 年 11 月 11 日 

 

第 13 回 日中韓三カ国会計基準設定主体会議を開催 
 

2013 年 11 月 6 日、東京において、日本、中国、韓国の会計基準設定主体による会議が開催

されました。本会議には、企業会計基準委員会（ASBJ）の西川郁生委員長、中国会計準則委

員会（CASC）の楊敏司長、韓国会計基準委員会（KASB）の Suk Sig（Steve）Lim 委員長のほ

か、オブザーバーとして参加した国際会計基準審議会（IASB)の鶯地隆継理事及び Chung Woo 

Suh 理事、香港会計士協会、マカオ監査人会計士登録委員会からの者を含め、総勢 30 名を超

える代表者が参加しました。また、会議の幾つかのセッションには、IASB から他の者も参加

しました。 

 

本会議においては、各会計基準設定主体の活動の最新状況を確認するとともに、IASB が現

在審議を行っている「概念フレームワーク」のほか、「リース」及び「金融商品」並びに「保

険契約」についても、充実した議論が行われました。 

 

本会議において、各代表者は、次の事項について合意しました。 

1. 国際財務報告基準（IFRS）に日中韓三カ国からの意見がより適切に反映されるよう、三

カ国の間で類似する見解又は共通する見解が得られるように、対面による会議やテレビ会

議等を利用してより頻繁にコミュニケーションを行うこと。 

2. アジア・オセアニア地域内の基準設定主体による協力関係の促進や、グローバルな会計基

準の設定におけるアジア・オセアニア会計基準設定主体グループ（AOSSG）のプレゼン

スの向上に向けて、日中韓三カ国がリーダーシップを発揮すること。 

3. 各国基準設定主体及び IFRS 財団アジア・オセアニアオフィスにより行われるリサーチ・

プロジェクトについて可能な限り協働すること。 

 

次回の会議は、2014 年に中国で開催される予定です。 

 

以 上 

 


